様式第１号（第３条関係）【記入例】
番　　　　　号
平成３０年７月１日
　福　島　県　知　事

所在地  東京都○○区○丁目○番○号

○○ビル○階
名　称　一般社団法人 〇〇研究学会
代表者の氏名　　会長　東京　都太郎　　印
福島県コンベンション開催支援事業補助金交付申請書
平成３０年度において、下記のとおり福島県コンベンション開催支援事業を実施したいので、福島県補助金等の交付等に関する規則第４条第１項の規定により、補助金　　　　　７００，０００円を交付してくださるよう申請します。
記
１　事業計画書　　　　　　別紙１のとおり
２　収支予算書　　　　　　別紙２のとおり
３　補助事業の完了予定年月日　　　　　　平成３０年９月６日

別紙１　【記入例】　
事　業　計　画　書

	事業の名称

	第〇〇回日本〇〇研究学会　福島大会


	主催者

	団体名：一般社団法人 〇〇研究学会
役職･代表者名：会長　東京　都太郎


	開催期間
	平成３０年９月３日～平成３０年９月６日（４日間）

	事業の目的

	研究者、技術者、学生、市民が一同に集まり、研究成果等の情報交換を行う。

	事業の内容
※１


	○○に関する分科会および全体会議、特別講義。また、福島復興支援も兼ねた史跡を巡るエクスカーションも予定。




	参加予定実人数
	２００人

	延べ宿泊予定者数

	４５０人泊
（内訳）県内10人泊、県外430人泊、外国人(国外参加者)10人泊
参加県数４３都道府県（本県を含む）

	宿泊予定者の範囲

	参加国数３ヶ国（日本を含む）

（内訳）※２韓国５人泊、台湾５人泊

	事業規模区分
	国際会議　　　／　　　全国会議　　　／　　　東北会議
その他（理由：※東北大会規模以下の場合はこちらにご記入ください。　）

	補助対象事業（予定）事業費
	７００千円



	補助金申請額
	７００千円

	使用施設名
	福島○○会館

	エクスカーション内容
（実施する場合のみ）
	実施日：平成３０年９月６日 、 参加予定者数：５０名
訪問先：視察○コース（福島、いわき、会津若松）　　　　

	備　　　考


	※別途記載する内容があればご記入ください。



※１　その他、大会・会議の内容が分かる書類（大会要綱、プログラム等）、主催者の

　　内容が分かる書類（定款・規約・会則、名簿等）を添付のこと。

※２　（内訳）には、国名及び人泊数を記入すること。（例：韓国10人泊、ｱﾒﾘｶ5人泊等）

	事務局

	住　所
	福島県福島市○○町○丁目○○―○○

	
	担当者 職氏名
	事務局長　　福島　花子

	
	電　話
	○○○－○○○－○○○○
	 ＦＡＸ
	○○○－○○○－○○○○


別紙２【記入例】
収　支　予　算　書
１　収入の部                                                        （単位：円）

	 区　　 分
	金　　　額
	積算内訳

	県補助金
	７００，０００
	コンベンション補助額
500,000円

国際コンベンション補助額

150,000円

（10名×2泊　1人当たり15,000円）
エクスカーション補助額

50×1,000円＝50,000円

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	 計
	７００，０００
	




２　支出の部　                                             　       （単位：円）

	 区 　　分
	金　　　額
	積算内訳

	 施設使用料
	５００，０００
	会場費・備品

	 印刷製本費
	
	

	 広告宣伝費
	
	

	 報償費
	
	

	 旅費 
	２００，０００
	講師旅費

	 委託費
	
	

	 諸経費
	
	

	 計
	７００，０００
	


（注）施設使用料及び旅費で別表３に掲げる補助金の交付額を上回る場合は、県補助金と　　　施設使用料及び旅費のみを記載してください。

　　　
様式第４号（第８条関係）【記入例】
番　　　　　号
平成３０年９月１６日
　福　島　県　知　事
所在地  東京都○○区○丁目○番○号

○○ビル○階
名　称　一般社団法人 〇〇研究学会
代表者の氏名　　会長　東京　都太郎　印　
福島県コンベンション開催支援事業完了報告書
　平成△△年△△月△△日付け福島県指令３０観第△△△△号で交付決定のあった
福島県コンベンション開催支援事業について、下記のとおり完了したので報告します。
記
１　事業名　　　　　　　第〇〇回日本〇〇研究学会　福島大会
２　交付決定額　　　　　　　　　　　金７００，０００円
３　事業着手年月日　　　　　　　　　平成３０年９月３日
４　事業完了年月日　　　　　　　　　平成３０年９月６日



様式第５号（第９条関係）【記入例】
番　　　　　号
平成３０年９月１６日
　福　島　県　知　事
所在地  東京都○○区○丁目○番○号

○○ビル○階
名　称　一般社団法人 〇〇研究学会
代表者の氏名　　会長　東京　都太郎　印　　　
福島県コンベンション開催支援事業実績報告書
　平成△△年△△月△△日付け福島県指令観３０観第△△△△号で交付決定を受けた　　平成３０年度福島県コンベンション開催支援事業を実施したので、福島県補助金等の交付等に関する規則第１３条第１項の規定により、その実績を報告します。
記
１　事業名　　　　　　　　　第〇〇回日本〇〇研究学会　福島大会
２　補助金交付決定額　　　　　　　　金７００，０００円
３　事業実績書　　　　　　　　　　　　別紙１のとおり
４　収支精算書　　　　　　　　　　　　別紙２のとおり


別紙１【記入例】
事　業　実　績　書
	事業の名称

	第〇〇回日本〇〇研究学会　福島大会


	主催者

	団体名：一般社団法人 〇〇研究学会
役職･代表者名：会長　東京　都太郎


	開催期間
	平成３０年９月３日～平成３０年９月６日（４日間）


	事業の内容

	○○に関する分科会および全体会議、特別講義。また、福島復興支援も兼ねた史跡を巡るエクスカーションも実施した。

	事業の成果

	分科会および全体会議では、●●に関する討論や発表を行い、特別講義では当初予定を上回る参加者を得て、期待以上の成果を上げることが出来ました。エクスカーションでは、当初予定人数を若干下回ったが、地元にも一定の貢献が出来たものと評価している。

	参加実人数
	２００人

	延べ宿泊者数
※１
	４５０人泊

（内訳）県内10人泊、県外430人泊、外国人(国外参加者)10人泊

	宿泊者の範囲

	参加国数３ヶ国（日本を含む）

（内訳）※２韓国５人泊、台湾５人泊
参加県数４３都道府県（本県を含む）

	事業規模区分
	国際会議　　　／　　　全国会議　　　／　　　東北会議
その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	事業費
	７００千円

	補助金の額
	７００千円

	使用施設名

	福島○○会館

	エクスカーション内容
（実施した場合のみ）
	実施日：平成３０年９月６日 、 参加者数：５０名、
訪問先：視察○コース（福島、いわき、会津若松）


※１　その他、延べ宿泊者数がわかる名簿、補助対象経費にかかる成果品等を提出のこと。

※２　（内訳）には、国名及び人泊数を記入すること。（例：韓国10人泊、ｱﾒﾘｶ5人泊等）

※３　外国人（国外参加者）の渡航状況が確認出来る資料（パスポートと航空券の写し）を添付すること。

別紙２【記入例】
収　支　精　算　書
１　収入の部                                                        （単位：円）

	区　分
	予算額
	精算額
	増　減
	内　訳

	県補助金
	700,000
	700,000
	0
	コンベンション補助額

500,000円

国際コンベンション補助額

150,000円

（10名×2泊　1人当たり15,000円）
エクスカーション補助額

50×1,000円＝50,000円

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	700,000

	700,000
	
	



２　支出の部　                                             　       （単位：円）

	区　分
	予算額
	精算額
	増　減
	内　訳

	施設使用料
	500,000
	400,000
	△100,000
	会場費・備品

	印刷製本費
	
	200,000
	200,000
	大会資料制作費

	広告宣伝費
	
	
	
	

	報償費
	
	
	
	

	旅費
	200,000
	100,000
	△100,000
	講師旅費

	委託費
	
	
	
	

	諸経費等
	
	
	
	

	計
	700,000
	700,000
	0
	


（注１）　施設使用料及び旅費で別表３に掲げる補助金の交付額を上回る場合は、県補助

　　　　金と施設使用料及び旅費のみを記載してください。

（注２）　内訳欄が不足する場合は別紙にて提出してください。
※市町村の補助金を併用した場合は、その実績報告書と交付決定通知を添付してください。

様式第６号（第10条関係）【記入例】
番　　　　　号
こちらの日付は空欄のままでお願いします→平成　　年　　月　　日
　福　島　県　知　事

所在地  東京都○○区○丁目○番○号

○○ビル○階
名　称　一般社団法人 〇〇研究学会
代表者の氏名　　会長　東京　都太郎　印
福島県コンベンション開催支援事業補助金交付請求書
　平成△△年△△月△△日付け福島県指令観３０観第△△△△号で交付決定のあった福島県コンベンション開催支援事業補助金について、下記により金７００，０００円を交付してくださいますよう請求します。
記
１　事業名　　　　　第〇〇回日本〇〇研究学会　福島大会
２　交付決定額　（Ａ）　　　　　　　　 金７００，０００円
３　受領済額　　（Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　 金０円
４　今回請求額　（Ｃ）　　　　　　　　 金７００，０００円
５　残　額　（Ａ－Ｂ－Ｃ）　　　　　　　　　　　　 金０円
赤字：注意点　　青字：記入例





申請書を提出する日付をご記入ください。　→





全ての申請書類等の名称及び所在地、


代表者の氏名は統一でご記入ください。





こちらへ主催者の住所、名称、代表者役職名と氏名をご記入ください。印の部分に主催団体名入り代表役職名印を押印願います。また、主催者に代わり事務局が申請する場合は、所定の様式がございますのでご一報ください。





会議等の終了日を記載してください。


※会議等後エクスカーションを実施する場合は、エクスカーション最終日を記載してください。





会議等の正式名称をご記入ください。








エクスカーション実施日も含む。





延べ宿泊予定数の合計と内訳をご記入ください。


期間中の宿泊者数になるため、前泊、後泊は算定対象外です。


また、２日目、３日目がエクスカーションのみの場合は、


エクスカーション参加者のみ算定対象となります。





都道府県数をご記入ください。





参加国数および国外参加者がいる





場合は国名と延べ人数をご記入ください。





総事業予定費をご記入ください。別紙２「２





支出の部」の計欄と同額でご記入ください。





使用施設名を全てご記入ください。





該当する補助金の合計をご記入ください。※全て上限額





「会場費」は、会議等を開催した会場のみ対象となります。飲食等が含まれる意見交換会時の「会場費」、「飲食代」は含まれません。








収入と支出は同額となります。





報告書を提出する日付をご記入ください。　→





申請書類等の名称及び所在地、代表者の氏名、押印する印鑑は様式第１号と同様に統一してください。


※





会議等の名称をご記入ください。





事業着手年月日は交付決定日をご記入ください。





事業完了年月日は会議等の終了日をご記入ください。


※会議等後エクスカーションを実施した場合は、


エクスカーション最終日を記載してください。





交付決定書面に記載している決定日、指令番号をご記入ください。





交付決定金額をご記入ください。





報告書を提出する日付をご記入ください。　→





会議等の名称をご記入ください。





交付決定書面に記載している決定日、指令番号をご記入ください。





交付決定金額をご記入ください。





参加国数および国外参加者がいる





場合は国名と延べ人数をご記入ください。





都道府県数をご記入ください。





別紙２「２支出の部」の「計」の数字を記入ください。





交付決定額を記入ください。





エクスカーションを申請した場合は、確定人数をご記入ください。





◎該当部分のみ実際の金額をご記入ください。





★P2（申請時）の別紙２と同内容をご記入ください。





※差額の有無にかかわらず金額をご記入ください。





★該当する「支出の部」の支払い内容（領収証コピー等）を一緒に添付してください。





申請書類等の名称及び所在地、代表者の氏名、押印する印鑑は様式第１号と同様に統一してください。


※





会議等の名称をご記入ください。









